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事業の概要 
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延長  ２．５ｋｍ 

事業概要  

一般国道１７９号の湯梨浜町田後～はわい長瀬間は、湯梨浜町市街地を経由し、倉吉市中心部と山陰道および一般国道９

号を結ぶ幹線道路であり、中部生活圏域へのアクセスを担う重要な道路である。 

はわいバイパスの整備により、幅員狭小、慢性的な交通渋滞の解消を図るとともに、山陰道はわいＩＣへのアクセス強化

を図り緊急輸送ルートを確保するために、早期に整備を行う必要がある。 

事業の目的、必要性  

・はわいＩＣから湯梨浜町田後（田後西交差点）間の通過交通をバイパスに転換させることで、慢性的な渋滞の発生及び事

故が多発している現道の安全性を向上させる。 

・当バイパスは湯梨浜町都市計画マスタープランにおいて「都市間連携軸」と位置づけられており、当バイパスの整備によ

り湯梨浜町内のみならず中部圏域の幹線道路網が強化され、地域の発展に大きく寄与する。 

全体事業費 ３１億円 計画交通量 ７，１００～１１，６００台／日 

事業概要図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
関係する地方公共団体等の意見  

山陰道「北条道路」の開通時期が公表されたことから、はわいＩＣへのアクセスとなる当事業においても、

山陰道「北条道路」と一体的な開通を目指した早期整備の期待が高まっている。 

 
学識経験者等の第三者委員会の意見  

 事業計画の合目的性、適切性、コスト縮減の取り組み、費用対効果等について検証した結果、事業計画は妥当と判断

した。（鳥取県公共事業評価委員会：平成３１年１月３０日） 
 
事業採択の前提条件  

 費用対便益 ：便益が費用を上回っている。 

 手続きの完了：都市計画決定の告示が完了。（令和元年９月１３日） 

 

 

事業評価結果 
 

費
用
便
益
分
析 

Ｂ／Ｃ ２．２ 

総費用 ２７億円 総便益 ６１億円 基準年  

事 業 費： ２５億円 

維持管理費：１．９億円 

走行時間短縮便益：５８．６億円 

走行経費減少便益： １．９億円 

交通事故減少便益：０．６６億円 

令和２年 

感度分析の結果 

交通量変動 B/C＝２．４ (交通量 ＋１０ ％) B/C＝２．１ (交通量 －１０ ％) 

事業費変動 B/C＝２．０ (事業費 ＋１０ ％) B/C＝２．５ (事業費 －１０ ％) 

事業期間変動 B/C＝２．１ (事業期間 ＋２０ ％) B/C＝２．４ (事業期間 －２０ ％) 

事
業
の
影
響 

評価項目 評価 根拠 

自
動
車
や
歩
行
者
へ
の
影
響 

渋滞対策 ◎ 

・現道の通過交通をバイパスに分散させることによる渋滞緩和。 

・はわいＩＣから湯梨浜町田後（田後西交差点）間の通過交通をバイパスに転換させることで、

現道で混雑度１．０以上の区間の渋滞が解消する。（混雑度（区間最大）：整備前１．５２→

整備後０．６２） 

事故対策 ○ 
・はわいＩＣから湯梨浜町田後（田後西交差点）間の通過交通をバイパスに転換させることで、

交通混雑等に起因する事故発生の減が期待される。 

歩行空間 ○ ・バイパスの整備により現道の交通量を分散させることで、安全な走行環境を形成する。 

社
会
全
体
へ
の
影
響 

住民生活 ○ ・北条道路と接続することによる第３次緊急医療施設へのアクセス向上。 

地域経済 ◎ 

・湯梨浜町の総合戦略において、基本目標の中の具体的事業で「山陰道からのアクセス道推進」

とされており、当バイパスの整備によりこれを支援する。 

・観光入込動態調査において主要観光施設・主要観光地として位置づけられている白壁土蔵

群・赤瓦や二十世紀梨記念館等へのアクセス向上。 

災 害 ○ 
・第１次緊急輸送道路である山陰道のはわいICから、災害医療拠点（厚生病院）や防災拠点（倉

吉市役所等）へのアクセス向上。 

環 境 ○ ・車両の走行に伴うＣＯ２排出量の減少。 

地域社会 ○ 
・はわいバイパスは湯梨浜町都市計画マスタープランにおいて「都市間連携軸」と位置付けら

れており、当バイパスの整備により湯梨浜町内のみならず中部圏域の幹線道路網が強化され、

地域の発展に大きく寄与する。 

事業実施環境 ◎ 

・都市計画決定の告示が完了（令和元年９月１３日） 

・倉吉市内に計画されている県立美術館へのアクセスにも資するバイパスとなるため、地元自

治体等から整備促進についての要望が出されている。 

 

採択の理由 
費用便益分析による評価結果によると、費用便益比が２．２と便益が費用を上回っており、事業採択の前提条

件が確認できる。 

 また、災害時拠点と北条道路と接続することによる防災機能強化、主要観光施設への周遊性向上による観光振

興、物流の安定化・効率化、医療機関へのアクセス向上等、当該事業の必要性・効果は高いと判断できる。 

 以上により、本事業は令和３年度新規事業箇所として妥当であると考えられる。 

担 当 課：道路局 国道・技術課    

担当課長名：前佛 和秀         
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※総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。 
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